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はじめに 

この手順書は、 

FutureOne クラウドバックアップにより自動取得されたバックアップデータを使い、 

コンピューター全体やファイル単位でのリストアを実施する手順を記述しています。 
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1 コンピューター全体のリストア手順 

1.1 下記 URL から F1-CloudBackup にサインインします。  

https://cloudbackup.future-one.co.jp/login 

↓ 

 

↓ 

 

 

1.2 右上のアカウントアイコンをクリックし、「ダウンロード」をクリックします。

 

https://cloudbackup.future-one.co.jp/login
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1.3 ダウンロード画面が開きますので、 

一覧から「Bootable media」をクリックしダウンロードします。

 

 

1.4 ブータブルメディアがダウンロードされ、登録トークンが表示されますので、 

お手元にメモしてから「閉じる」をクリックします。 
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1.5 ダウンロードしたファイルを用いて、CD/DVD を作成してください。 

 

1.6 作成した CD/DVD から起動します。 

※a-1.OS 障害やハードウェアの交換などにより Windows が起動しない場合、 

BIOS/UEFI の設定で CD/DVD から起動するよう設定を行い、手順書 1.9 へお

進みください。 

※b-1.Windows が起動する場合、設定→更新とセキュリティ→回復→PC の起

動をカスタマイズする→今すぐ再起動 を実行して手順書 1.7 へお進みくださ

い。 

 

1.7 オプションの選択にて、「デバイスの使用」をクリックしてください。 

 

 

1.8 「UEFI:CD/DVD Drive」をクリックしてください。
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1.9 Bootable Backup Agent の画面が起動しますので、IP address の内容を確認 

してください。 

※a-1.正しい場合には、「Manage this machine locally」をクリックし、 

手順書 1.10 へお進みください。 

 

 

※b-1.IP addressが空欄もしくは正しくない場合には、Bootable Backup Agent

の画面起動後、「Configure network」をクリックしてください。 
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※b-2．正しい IP addressを入力後、「OK」をクリックしてください。 

 

 

※b-3．「Manage this machine locally」をクリックしてください。 
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1.10 「Recover」をクリックしてください。

 

 

1.11 「Select data」をクリックしてください。
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1.12 「Browse」をクリックしてください。

 

 

1.13 Cloud storageの「Use registration code」をクリックしてください。 
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1.14 表示されるリンク（https://jp-cloud.acronis.com）へアクセスし、ユーザー名/

パスワードにてログインをしてください。

 

 

1.15 「Request the code」をクリックしてください。
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1.16 Registration link に表示された URL にアクセスし、「ワークロードの登録」の

画面を表示します。 

表示された「ワークロードの登録」の画面にて、Registration code を登録コー

ドに入力します。※下記例：FFLD-RCRR 

アカウントの登録にて、自身のアカウントを選択した状態で、「コードを確認」

をクリックしてください。

 

↓URL アクセス後の「ワークロードの登録」画面 
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1.17 ワークロードの名前が表示されるので、問題ないことを確認し、「登録を確認」

をクリックしてください。

 

1.18 対象マシン名を選択して、Backup contents を Volume か Disks で表示させて

選択してください。
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1.19 必要に応じてオプションを変更し、「OK」をクリックしてください。 

→復元が開始します。

 

 

1.20 復元が完了したら、再起動して復元されたかを確認してください。
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2 ファイル単位のリストア手順 

FutureOne クラウドバックアップで取得したファイルを選択し、リストアします。 

 

2.1 ファイルリストアを行うサーバにチェックを入れ、「バックアップの表示」を 

クリックします。 

 

 

2.2 リストアを行いたい日付のバックアップデータをクリックします。

  

日付をクリックすると詳細画面

が開きます。 
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2.3 「復元」-「ファイル/フォルダ」の順でクリックします。 

 

 

2.4 フォルダ階層画面が表示されるので、リストアしたいフォルダまたはファイル

を選択します。 

 ・フォルダ選択画面
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・フォルダ選択後画面 

 

・ファイル選択後画面 

 

 

2.5 フォルダまたはファイル選択後、「復元」をクリックします。 
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2.6 フォルダまたはファイルの復元先を指定します。 

「カスタムロケーション」を選択し、「参照」をクリックしてください。 

 

 

※復元先をバックアップ取得時のパスから変更しない場合は「元のロケーション」を 

選択し、手順書 2-9 へお進みください。 

 

2.7 「ローカルフォルダ」-「フォルダの指定」が初期表示されます。 

フォルダパス入力欄に任意のフォルダパスを入力してください。 

 

  

サーバ上のフォルダパスを入力

します。 
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フォルダパスを入力後、矢印ボタンをクリックし、「完了」をクリックします。 
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※「+」をクリックすればフォルダが展開されます。 

画面操作によって任意のフォルダを選択することも可能です。 
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2.8 「復元を開始」をクリックし復元処理を実行します。 

完了後、サーバ上にファイルが復元されていることを確認してください。 

 

 

2.9 ファイルが復元されていることを確認できましたら作業終了です。 

ブラウザを閉じてください。 

※「ダウンロード」を選択した場合、サーバ側へ復元せずにフォルダまたは 

ファイルのデータがダウンロードされます。 

 

 

ご利用の PC にダウンロード

されます。 

 


